
スマートインターチェンジ直結・複合型エネルギー
オアシスのモデル立地について

名神高速道路 伊吹PA

伊吹山と東海道新幹線
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●琵琶湖の北東、古くから交通の要衝とされ、北陸と東海道を結ぶ結節点に位置

●国土の中央を貫く大動脈・名神高速道路が通行し、鉄路・東海道本線、東海道新幹線が並走する、森と緑に囲まれた琵琶

湖の水源のまち

●名神高速道路および北陸自動車道の分岐点として、近畿・東海・北陸への高い交通アクセス性を有しており、名神高速道

路は、毎日約42,000台（年間約1,500万台）、北に分岐した北陸自動車道は毎日約27,000台（年間約1,000万台）が通行

●本事業地として想定している名神高速道路 伊吹パーキングエリアは、岐阜県との県境に接し、自動車道距離で九州・熊本、

東北・仙台から、ほぼ等距離の約 800キロメートルの場所に位置（東京IC起点 上り398.0㎞/下り398.8㎞）

本市の地理的特徴
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VENA ENERGY社 HPから

オリックス（株）社 HPから

米原市内での脱炭素社会実現に向けた動き
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次世代自動車普及への課題

EV
電気自動車

燃料電池自動車

CNG

FCV メーカー

ユーザー 法整備等

インフラ整備

普及

・技術開発

・将来見込

・コスト低減

・購入費が高い

・性能への信頼
（走行距離、メンテナンスなど）

・市場の要求

・普及促進法等整備

・規制等の緩和

・メインテナンス体制

・燃料等供給スタンドの充実

天然ガス自動車

❹

＜現状の課題等（ヒアリング意見から）＞
・川上から川下（つくる・ためる・はこぶ・つかう）
に至る連携・技術開発の進展
・製造・充填等における電力等コスト、CO2低減
・運搬供給に係る安全性確保とコスト低減
・燃料電池自動車普及など、水素の需給バランスの向上
・全ての過程における再生可能エネルギーの効率的な活用
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名神高速道路
国道21号
中山道

伊吹
パーキング
エリア
（柏原）

立地提案場所
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事業イメージ

●地球温暖化対策として、二酸化炭素等をはじめとする温室効果ガス排出削減の切り札として期待される次世代自

動車、とりわけ水素を燃料とする燃料電池大型自動車による長距離物流等の社会実装を促進するため、名神高

速道路のパーキングエリア隣接地に水電解水素（再生可能エネルギーを活用したグリーン水素）の製造・供給拠

点を誘致（内陸地における製造・供給拠点）

●１つのパーキングエリア内で電気、ガソリン、軽油等の既存燃料等とともに現地で製造した水素燃料を、高速道路

を通行する燃料電池自動車にダイレクトにチャージできるステーションの設置・運営を実現

●併せて、物流2024年問題に対応する物流中継のためのコンテナヤード、トラックドライバー等の疲労回復のための

サービス提供施設（グルメ、ショッピング、伊吹山由来薬草風呂など）、施設利用を広く可能とするため既存国道

に接続するスマートインターチェンジを新設し、「複合型エネルギーオアシス」を構成しようとするもの
❻

物流中継拠点

オンサイト型水素製造

グルメ・ショッピング(名物)薬草風呂

水素供給

再生エネルギー

電力供給

【PA】

スマートインターチェンジ設置

需要 供給

つくる

つかう

はこぶ
つかう

複合型エネルギーオアシス（イメージ）

製造

ためる
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地域再生へのシナリオ（めざす効果）

◇テーマ型「道の駅」の併設による
・中山道柏原宿・名物 伊吹もぐさや薬草等に特化したテーマ型・癒しのオアシス
・2025年開催大阪EXPOを契機とした人の大移動を意識した旅行者の獲得
・２H＋O→H2Oの化学式と 森に囲まれ湧水溢れる「びわ湖の素・米原」のイメージの融合
→次世代型自動車のメンテナンス等ができる整備工場、関連産業等の集積による地域活力の再生

物流をはじめとする新たな企業立地、地域投資の呼び込み

◇交通の結節点（東海道・北陸道）
・日本海側のスタンド空白地帯との往来車両の取り込みを企図
・インターチェンジ直結により国道２１号から流出入する次世代自動車を取り込み
→物流の拠点としての地域価値を高め、土地活用、産業立地等を促進

◇日本のへそ（北海道〜九州・日本の動脈）
・次世代燃料トラックの走行可能距離１０００キロを基準とした場合の中間地点
・ドライバーの確保、加重労働軽減を目指したドライバー、トラックの中継点
→エネルギー供給拠点としての地域価値を高め、地域往来を促進

◇原料等調達の簡便性
・港との近接性（四日市港・太平洋岸、敦賀港・日本海岸、リダンダンシーの確保）
・地域内バイオマス、水力発電所からの電源供給によるスマートグリッドの構築
・至近に送電幹線を有する立地
・貨物駅・JR近江長岡駅貨物ヤード跡地の再興による鉄道輸送との連携も可能
→内陸地製造拠点の立地による水素の新たなサプライチェーンの構築に貢献

新しい雇用の創出、移住定住の促進による人口の維持・増加

大規模災害時におけ
る当該エネルギーの
供給拠点（バックア
ップ拠点）となる可
能性・大

高速道
路インフ
ラ

（IC/SI
C等）

エネルギー供
給ゾーン

地域活性
化ゾーン

中継物
流ゾーン
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イメージ
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日本経済新聞2024.1.30

水素活用社会実現に向けた
官民の未来投資に期待

水素ステーションの併設例

水素ステーションは単独運営のほか、様々な業種の施設と
併設して展開されています。
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